
トンネルの複断面の採用（愛の森トンネル）

ﾄﾝﾈﾙ全長を同断面とした場合

全延長＝設計掘削断面積約55m2

90m1900m 90m1900m

1900m＝設計掘削断面積約50m2
90m＝設計掘削断面積約55m2

1900m×5m2＝9500m3
全体の掘削量の8.6%が減少

ﾄﾝﾈﾙ断面を複断面とした場合

カーブ区間では横断勾配として片勾配を設定する。横断勾配の数値が大きく
なると、横断勾配に伴って傾く建築限界の範囲を内包できるよう、設計掘削断
面を大きくしなければならなくなる。

愛の森トンネルの終点側坑口付近の約90mのみR160が採用されており、当該区間のみ掘削断面が大
きくなる。一般には最も内空断面が大きくなる横断勾配箇所の断面をトンネル全長にわたって採用する
が、二次覆工セントルの基本構造部分を活用し、複断面で施工できるようにすることで９２百万円のコス
ト縮減となる。
なお、 R160区間でのセントル長7.5mに対し、その他区間ではセントル長10.5mとなるよう組み立てるこ
とで、トンネル工事のサイクル短縮が可能となり、さらなるコスト縮減や工期短縮が期待できる。

愛の森トンネル



変断面桁の採用（上鹿野川第１橋）

P1

M

2100

A1
M

2100

H
=
4
.
7
m

NO3
03+

17.
0

(主)小田河辺大洲線

河辺川

(
1
:
0
.
5
)

H.W.L.▽51.884【ダム供用後】

P1

A1

A2

側 面 図

NO2
98+

1.0

橋長 116000

1
70
0

2
50
0

43500 72500

13
00

至 鹿野川
見の越トンネル

至 下敷水

(
1
:
0
.
5
)

橋長 117000NO2
97+

17.
0

NO3
03+

14.
0

2
10
0

21
00(主)小田河辺大洲線

河辺川

44000 73000

至 鹿野川
見の越トンネル

至 下敷水

H
=
4
.
7
m

P1

A1

A2

H.W.L.▽51.884【ダム供用後】

側 面 図

CASE-1；当初案 CASE-2；変断面桁案

比較

変断面桁適用範囲
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当初案では連続桁で現県道部のクリアランスを確保するため、高強
度鋼材の採用を前提として最小桁高を設定した。

変断面形状とすることで現県道部のクリアランスを確保しつつ、通
常の鋼材の使用や鋼材量の減少を可能にした。さらに、負反力も
解消され支間長の短縮に伴うトンネル構造との分離により、施工性
・維持管理性の向上が実現できることとなった。

上鹿野川第１橋は、現県道との立体交差となり、建築限界の確保の観点から、桁高の抑制が必要で
あった。一方で、河川を横断する２径間の曲線橋であり、支間割りバランスに偏りがあることから負反力
が生じることが懸念され、高強度鋼材を使用するなどの検討を進めていた。

今回、変断面桁の検討を行い、約２９百万円のコスト縮減となることに加えて、構造形式見直しに伴う
上鹿野川第1橋への早期着手が可能になることで事業工程の短縮が期待される。



トンネル坑口と橋台の一体化構造の採用（上鹿野川第１橋）
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工事費；約151百万円 工事費；約119百万円
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採用

橋台とトンネル坑口部を一体化することで、橋台掘削の影響が小さくなり、橋台背面の土留め工
やＡ１の橋台規模が縮小され約３２百万円のコスト縮減になるとともに、施工中の現道交通の安全
性が向上する。


